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清掃活動「クリーン阿蘇」

南小国町連合婦人会の皆さんから寄贈

南小国町消防団 通常点検

　８月 28 日（日）に、瀬の本を会場に阿蘇地域の
住民らが集まり清掃活動が実施されました。
　全国で８月に実施される「自然公園クリーン
デー」の取り組みとして、環境省と県、阿蘇地域
７市町村でつくる「クリーン阿蘇推進協議会」が
毎年実施しています。これまで大観峰などで実施
されていたものを、今年から各市町村持ち回りの
会場に変更し、その１回目として瀬の本で開かれ
ました。町内から参加した十数人を含め阿蘇地域

から約 100 人が参加し、国道 442 号沿いと旧道、瀬の本松並木沿いでのゴミ拾いを行いました。

　９月３日（土）、町消防団の通常点検が山村
広場で行われ、佐藤亨団長以下 177 人の団
員が訓示や表彰状伝達、規律行動の基礎とな
る通常点検に臨みました。
　髙橋周二町長の訓示では、４月の地震で被
災された方を見舞う言葉と共に、家屋倒壊や
道路寸断があった中、大きな人的被害が無
かったのは消防団員の迅速な行動のお陰だと
述べると共に、接近する台風 12 号への警戒
を怠らないよう訓示も行われた。

　８月 31 日（水）に南小国町連合婦人会から、
木製ベンチと図書カードの寄贈がありました。
　木製ベンチは、現在役場新庁舎のウッドデッ
キに３台設置されています。役場へ来庁された
人は自由に利用することができます。
図書カードは町内各小中学校、保育園へ配布さ
れ、学習の為に役立てられる事となります。
連合婦人会は３月末に解散し、今回が最後の活
動となりました。長い間、婦人会活動お疲れさ
までした。頂いたものは大切に利用させていた
だきます。
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　９月 18 日（日）に、ＪＡ阿蘇小国郷畜産共進会が行わ
れました。この会では小国郷内で飼育されている牛を審
査し、畜産のさらなる改良、発展につなげます。
　発育状況や健康状態などを審査し、出品部門ごとに順
位がつけられました。
　南小国町からも多くの受賞者がありましたのでご紹介
いたします。受賞誠におめでとうございます。

受賞者（敬称略）
１部　褐毛和種　子牛の部
　　名誉賞　　　井野　達徳　さちはれ（高花）
　　優秀賞　　　佐藤　清光　さかえ３（扇）

２部　褐毛和種　育成牛の部
　　優秀賞　　　宮崎　良久　きく（米山）
５部　経産牛の部
　　優秀賞主席　佐藤　清光　つるみつ（扇）

ＪＡ阿蘇小国郷畜産共進会

　９月 18 日（日）に、中原熊野座神社で大祭があり、今年
はめったに無いといわれる雨天下での大祭となりました。
　秋の豊作に感謝する秋祭りとして数百年続く祭りで、
町指定無形民俗文化財の〝中原楽〟が、上中原と瓜上の
２地区の人々によって、１年交代で奉納されます。
　大祭日は雨が降らないと言い伝えられていましたが、
今年は珍しい雨の大祭となりました。ただ伝説どおり、
楽の奉納が行われる間は雨が上がり、瓜上地区の 24 人

により無事奉納。奉納後は再び強い雨となり、雨天の中祭りが続きました。

　９月 20 日（火）に、吉原神社の例大祭があり、地元住民や有
志メンバーによる神楽の奉納が行われました。
　地区の住民が 120 年以上にわたって伝承する「吉原岩戸神楽」
が祭神に奉納される祭り。後継者減少で、４年前からは地元以
外の有志も舞手などとして参加しています。
　台風 16 号などの影響で小雨が降るなかでの開祭となりまし
たが、予定していた６座の舞が奉納されました。また、地域
学習で練習に取り組むりんどうヶ丘小の５年生も「五方礼始」
を披露するなど、更け行く境内は神楽の音と参拝客でにぎわっていました。

熊野座神社大祭

吉原神社例大祭
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五
百
年
て
ふ
夏
木
み
な
擬
山
陵　
　
　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

山
波
の
草
原
牧
場
花
さ
び
た　
　
　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

秋
の
池
山
鳩
の
鳴
き
牛
の
啼
き　
　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

穏
や
か
に
仏
花
を
供
え
て
厄
日
無
事　
　
　
　

河
津
せ
い
子

雨
後
の
黄
金
の
稲
穂
あ
ざ
や
か
に　
　
　
　
　

河
津　

靜
子

味
噌
小
屋
の
屋
根
を
覆
い
て
柿
熟
る

　ゝ
　
　

川
西　

淳
子

秋
草
の
夫
婦
茶
碗
に
去
り
難
く　
　
　
　
　
　

北
里　

富
男

ひ
と
月
の
留
守
に
盛
り
の
百
日
紅　
　
　
　
　

北
里
千
寿
恵

土
蜘
咪
の
幽
か
な
気
配
秋
の
宮　
　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

石
の
庭
鈴
虫
の
声
聞
く
ば
か
り　
　
　
　
　
　

佐
藤
テ
ル
子

三
日
月
の
見
え
隠
れ
す
る
畑
仕
事　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

川
霧
や
鷺
飛
び
立
ち
さ
ま
よ
う
田　
　
　
　
　

下
城　

た
ず

穂
芒
の
季
題
ば
か
り
の
道
を
ゆ
く　
　
　
　
　

杉
野　

正
依

お
ぼ
ろ
月
真
赤
に
染
ま
り
た
る
大
暑　
　
　
　

橋
本　

や
ち

恙
無
く
八
月
誕
生
日
健
や
か
に　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

秋
暑
し
屋
根
職
人
の
い
の
ち
綱　
　
　
　
　
　

安
武
く
に
子

棒
御
弊
野
分
雨
散
る
里
の
楽　
　
　
　
　
　
　

本
田　

髙
幹

第12回「晴ればれりんどう ボランティアの日」

　９月 23 日（金）に、町観光協会赤馬場支部と総
合物産館きよらカァサが共催する「観月会」が開

催されました。月見イベントで深まる秋を楽しんでもらおうと、３年
前から開かれる催しで、きよらカァサを会場に同支部の会員ときよら
カァサが食事の出店をし、コンサートなどのステージで来場者を楽し
ませました。16 日の開催予定が台風に伴う雨で延期。この日は月の
出の時間が遅く、残念ながら月は見られませんでしたが、にぎやかな
ステージなどで多くの人が夜の催しを楽しんでいました。

　９月 25 日（日）に、地域住民が参加し、地域の清掃ボランティアに
取り組もうというイベント「晴ればれりんどうボランティアの日」が開
かれました。住民参加のイベントとして地域のボランティア清掃に取り
組もうと、町ボランティア連絡協議会なずなの会と社会福祉協議会が毎
年開催しています。一般参加約 80 人と、この日に合わせて地域の老人
会や自治会などで清掃活動を行った 14 グループ、合わせて約 370 人が
各地での除草作業に取り組みました。「災害ボランティアセンター」の設置訓練も兼ねて実施さ
れており、炊き出し訓練なども同時に行われ、清掃活動後には「だご汁」がふるまわれました。

きよらカァサ観月会
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手を取りあって
　　共に歩んだ50年

　

結
婚
50
年
目
を
迎
え
た
夫
婦
を

祝
福
す
る
第
58
回
熊
日
金
婚
夫
婦

表
彰
式
が
９
月
７
日
（
水
）
に
管

理
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
今
年
金
婚
を
迎
え
た
の

は
、
昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
に

結
婚
し
た
18
組
の
夫
婦
。
主
催
の

熊
本
日
日
新
聞
社
と
町
か
ら
表
彰

状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

行
政
区･

五
十
音
順　

年
齢
は
９
月
１
日
現
在

北　
　

敬
助（
73
）　

千
光
寺

　
　
　

睦
子（
72
）

下
城　

宣
夫（
73
）　
矢
津
田
上

　
　
　

郷
子（
73
）

岩
本　

正
信（
76
）　

杉
田
下

　
　
　

征
子（
72
）

松
本　
　

學（
79
）　

杉
田
上

　
　

美
和
子（
79
）

宇
都
宮
久
喜（
74
）　

和
田
上

　
　

ツ
タ
子（
70
）　

毛
利　

美
勝（
79
）　

米
山
上

　
　

ユ
キ
子（
74
）

佐
藤　

忠
孝（
72
）　

落　

見

　
　
　

良
子（
72
）

杉
野　
　

博（
72
）　

松
の
木

　
　
　

春
美（
71
）

武
田　

義
男（
79
）　

樋
の
口

　
　

聰
裕
子（
76
）

河
津　

正
純（
76
）　

中
湯
田

　
　
　

慶
子（
74
）

河
津　

宰
治（
78
）　

湯
田
下

　
　

ヒ
ト
ミ（
75
）

森
口　

安
則（
78
）　

湯
田
下

　
　

フ
ジ
ノ（
71
）

鞭
馬　

勝
彦（
76
）　

湯
田
上

　
　

フ
ヂ
子（
73
）　

村
上　

邦
義（
73
）　

古　

賀

　
　

美
和
子（
71
）

橋
本　

忠
一（
72
）　

志
童
子

　
　
　

秋
代（
71
）

後
藤　

昭
雄（
74
）　

志
津
下

　
　
　

春
子（
71
）

本
田　

英
明（
72
）　

志
津
下

　
　
　

久
子（
71
）

藤
里　

髙
光（
71
）　

矢
ヶ
部

　
　

テ
ル
ヨ（
72
）

金
婚
夫
婦

表彰状を受け取る
松本學さん・美和子さん夫婦
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「
目
の
愛
護
デ
ー
」
に
つ
い
て

　

は
じ
ま
り
は
昭
和
６
年
で
す
。
戦
争

中
一
時
活
動
は
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
22
年
よ
り
再
び
10
月
10
日
を

「
目
の
愛
護
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
主
催
と

な
っ
て
目
の
健
康
に
か
か
わ
る
活
動
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
情
報
の
約
80
％
は
、
目
か
ら

入
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
生
を
い

き
い
き
と
過
ご
す
た
め
に
も
、
目
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
目
の
疲
労
に
つ
な
が
る
原
因

（
１
）
目
に
よ
る
異
常

・
ド
ラ
イ
ア
イ
や
緑
内
障
、
糖
尿
病
網

膜
症
な
ど
目
の
病
気

・
遠
視
、
乱
視
、
老
眼
等
に
よ
る
も
の

・
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が
合
っ

て
い
な
い
場
合

（
２
）
環
境
に
よ
る
要
因

・
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
使
用
に
よ
る
空
気

の
乾
燥

・
紫
外
線
に
よ
る
光
の
刺
激
な
ど

・
長
時
間
の
パ
ソ
コ
ン
作
業
や
運
転
な

ど
で
目
を
駆
使
し
た
場
合

※
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
液
晶
画
面
か
ら
、「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
」

と
呼
ば
れ
る
可
視
光
線
が
発
せ
ら
れ
て

お
り
、
目
の
負
担
に
な
り
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
を

カ
ッ
ト
す
る
Ｐ
Ｃ
メ
ガ
ネ
の
使
用
や
、

液
晶
画
面
に
反
射
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼

る
、
モ
ニ
タ
画
面
の
明
る
さ
を
落
と
す

な
ど
の
対
策
を
す
る
こ
と
で
、
目
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（
３
）
身
体
の
状
態
が
影
響

・
過
労
や
睡
眠
不
足
な
ど
に
よ
る
体
調

不
良
に
よ
る
も
の

・
職
場
や
家
庭
に
お
け
る
精
神
的
な
ス

ト
レ
ス
か
ら
眼
精
疲
労
に
つ
な
が
る
場

合
が
あ
る

■
体
の
不
調
を
引
き
起
こ
す
前
に

　

近
年
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
か
ら
画
面
を
長
時
間
見
続
け

る
こ
と
で
、
目
の
疲
れ
を
感
じ
る
人
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

疲
れ
目
が
慢
性
化
す
る
と
、
頭
痛
や
肩

こ
り
、
眼
精
疲
労
、
視
力
低
下
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

下
記
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
、
目
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
定
期
的
に
目
を
休
め
る
。

　

血
行
の
促
進
に
つ
な
が
り
、
目
の
疲

れ
を
軽
減
す
る
と
こ
が
出
来
ま
す
。

（
２
）
目
の
渇
き
を
防
ぐ
。

（
３
）
目
に
違
和
感
が
あ
る
場
合
は
、

早
め
に
病
院
受
診
を
行
う
。

■
目
の
体
操
の
ご
紹
介

（
１
）
ピ
ン
ト
合
わ
せ
体
操

①
近
く
の
も
の
を
10
秒
か
ら
20
秒
見
つ

め
る
。

②
な
る
べ
く
遠
く
の
物
に
目
を
移
し
、

５
分
間
ぼ
ん
や
り
と
見
つ
め
る
。

③
①
、
②
を
数
回
繰
り
返
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
長
い
方
な
ど
は
、

近
い
位
置
に
常
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
て

い
る
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
、
一
日
数

回
体
操
を
行
う
こ
と
で
、
気
分
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

（
２
）
ク
ル
ク
ル
体
操

①
一
度
目
を
ギ
ュ
ッ
と
閉
じ
て
、
パ
ッ

と
開
け
る
。

②
頭
を
動
か
さ
な
い
よ
う
に
、
視
線
を

右
へ
移
す
。

③
同
じ
よ
う
に
視
線
を
左
へ
移
す
。

④
次
に
上
へ
視
線
を
移
す
。

⑤
最
後
に
下
へ
視
線
を
移
し
、①
へ
戻
る
。

　

一
点
を
見
つ
づ
け
る
作
業
の
後
は
、

近
い
と
こ
ろ
に
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
続
け

る
こ
と
で
、
ピ
ン
ト
調
節
を
す
る
部
分

が
疲
れ
て
い
ま
す
。
目
を
ク
ル
ク
ル
回

し
て
、
こ
り
を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
予
約
受

付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
！

　

先
月
の
町
広
報
誌
と
一
緒
に
、
今
年

度
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
ご
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
予

約
受
付
が
３
日
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
直
接
、
各

医
療
機
関
へ
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
65
歳
以
上
の
人
で
小
国
郷
外

の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
事
前
に
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、保
健
師
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
個
人
負
担
金

１
～
64
歳
：
１
２
０
０
円

65
歳
以
上
：　

７
０
０
円

※
接
種
当
日
の
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
健
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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○
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
を
基
準
日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
滅
失
の
手
続
き
が
な
い
場
合
に
は

取
り
壊
し
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時
に
は
、
早

め
の
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
未
登
記
家
屋
の
場
合

　

役
場
税
務
課
ま
で
「
家
屋
滅
失
届
」

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
登
記
済
家
屋
の
場
合

　

法
務
局
で
「
滅
失
登
記
」
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
滅
失
登
記
が
行

え
な
い
場
合
や
、
登
記
が
翌
年
以
降
に

な
る
場
合
に
は
「
家
屋
滅
失
届
」
を
役

場
税
務
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
取
壊
し
の
翌
年
以
降
に
滅
失
届
が
な

さ
れ
、取
壊
日
を
書
類
で
確
認
で
き
な
い

場
合
に
は
、当
該
年
度
は
課
税
の
対
象
と

な
り
、滅
失
届
出
日
の
翌
年
度
か
ら
の
適

用
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
３
Ｒ
推
進
月
間

　

毎
年
10
月
は
「
３
Ｒ
《reduce

（
発
生
抑
制
）・reuse

（
再
使
用
）・

recycle

（
再
生
利
用
）》
推
進
月
間
」

で
す
。
地
球
環
境
を
守
る
た
め
、
循
環

資
源
に
関
す
る
取
り
組
み
が
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
酒
類
に
つ
い

て
の
施
策
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

①
小
売
店
な
ど
に
よ
る
取
り
組
み

　

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶
（
回
収
・
洗
浄
に

よ
り
繰
り
返
し
使
用
可
能
な
一
升
瓶
な

ど
）
の
利
用
促
進

②
一
部
小
売
酒
販
組
合
に
お
け
る
地
域

住
民
と
の
協
力
に
よ
る
取
り
組
み

　

空
瓶
・
段
ボ
ー
ル
な
ど
の
資
源
回
収

③
大
手
製
造
業
者
等
に
よ
る
取
り
組
み

　

ア
ル
ミ
缶
や
ガ
ラ
ス
瓶
な
ど
容
器
の

軽
量
化
、
焼
酎
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器

の
リ
ユ
ー
ス
な
ど

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
原
料
に
な
り
、
様
々
な
も
の
に

再
生
利
用
さ
れ
ま
す
。（
例
…
衣
服
）

　

私
た
ち
消
費
者
も
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル

瓶
商
品
の
購
入
・
ご
み
分
別
回
収
へ
の

協
力
・
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
選
択
な
ど
、

日
々
の
中
で
少
し
気
を
配
る
だ
け
で
運

動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
相
談
の
予
約
を受

け
付
け
て
い
ま
す

　

熊
本
東
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
年

金
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
る
場
合
は
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
予
約
時
間
帯（
相
談
で
き
る
時
間
帯
）

・
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

午
後
５
時
～
午
後
６
時

・
火
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
第
２
土
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
予
約
申
し
込
み

熊
本
東
年
金
事
務
所（
お
客
様
相
談
室
）

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

■
電
話
受
付
時
間
（
平
日
）

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

出
張
年
金
相
談
（
予
約
制
）

を
開
催
し
て
い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
出
張
年

金
相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

年

金
加
入
履
歴
の
確
認
や
年
金
の
請
求
な

ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
や
手

続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

な
お
、
毎
月
の
開
催
日
は
、
広
報
巻

末
の
「
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

■
開
催
日

10
月
７
日（
金
）

11
月
４
日（
金
）

12
月
２
日（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所

小
国
町
福
祉
セ
ン
タ
ー　

悠
ゆ
う
館

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
10
月
11
日（
火
）か
ら

20
日（
木
）ま
で
の
10
日
間
、「
全
国
地

域
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
の
な
い
安
全
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
防
犯
協
会

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、自
治
体
、

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
、
警

察
が
連
携
し
、
各
地
で
パ
ト
ロ
ー
ル
や

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
取
り
組
む

も
の
で
す
。

　

運
動
の
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
全
国
重
点
】

　

・
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

【
県
重
点
】

　

・
侵
入
窃
盗
の
被
害
防
止

　

み
ん
な
の
力
で
「
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◇
振
り
込
め
詐
欺
に
も

引
き
続
き
警
戒
を
！
◇

　

電
話
な
ど
で
お
金
の

話
が
出
た
ら
注
意
！

　

一
旦
冷
静
に
な
り
、

家
族
や
警
察
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
！

暖
房
器
具
の
点
検
を

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
ス
ト
ー
ブ
の
使

用
に
あ
た
り
、
取
扱
説
明
書
な
ど
を
今

一
度
確
認
し
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
古
く
な
っ
た
電
化
製
品
を
使

用
し
た
り
、
タ
コ
足
配
線
な
ど
に
よ
り
、

電
気
製
品
に
負
担
を
か
け
す
ぎ
た
り
す

る
こ
と
で
部
品
の
一
部
が
劣
化
し
、
そ
れ

が
原
因
で
火
災
に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
各
電
化
製
品
を
ご
使

用
の
前
に
は
、
必
ず
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
の
点
検
ポ
イ
ン
ト

●
電
気
器
具
（
電
気
コ
タ
ツ
・
電
気
ス

ト
ー
ブ
な
ど
）

・
電
源
コ
ー
ド
に
傷
や
ひ
び
割
れ
が
あ

る
。
中
の
導
体
が
見
え
て
い
る
。

・
電
源
プ
ラ
グ
コ
ー
ド
が
触
れ
な
い
ほ

ど
熱
く
な
っ
て
い
る
。

・
中
の
導
体
が
断
線
し
て
い
る
。

●
ガ
ス
暖
房
器
具
（
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
・

ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
）

・
ガ
ス
管
が
古
い
。
ひ
び
割
れ
て
い
る
。

・
異
臭
が
す
る
。
ガ
ス
臭
い
。

・
炎
が
大
き
く
な
っ
た
り
小
さ
く
な
っ

た
り
不
安
感
が
あ
る
。

・
火
を
消
そ
う
と
し
て
も
、
き
ち
ん
と

消
え
な
い
。

　

詳
し
く
は
、
付
属
の
取
扱
説
明
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。手
元
に
な
い
場
合
は
、

メ
ー
カ
ー
も
し
く
は
販
売
店
に
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

全国地域安全運動
2016.10.11-20

～安全で住みよい
地域社会の
実現を目指して～

警戒活動実施中 !
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今
年
は
、
４
年
に
一
度
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
で
す
。
私
は
、
テ
レ
ビ

観
戦
し
な
が
ら
、
世
界
中
の

人
々
が
集
ま
り
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
喜
び
、
平
和
の
大
切
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

９
月
10
日（
土
）と
11
日（
日
）

に
町
内
３
小
学
校
の
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
負
け
な
い
校
区
あ
げ
て
の

素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

と
な
り
ま
し
た
。

○
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
進
め
　
仲
間
を
信
じ
　
目
指

せ
　
笑
顔
の
優
勝
旗
！
」

　

ほ
ほ
え
ま
し
か
っ
た
の
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
８
番
の
「
さ
あ
、

学
校
へ
行
こ
う
」
で
し
た
。
来

年
度
小
学
校
の
入
学
す
る
園
児

を
１
・
２
年
生
が
手
を
引
い
て

平
均
台
を
渡
っ
た
り
帽
子
を
か

ぶ
せ
た
り
優
し
い
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
次
の

よ
う
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、

園
児
達
は
元
気
よ
く
答
え
て
い

ま
し
た
。

「
お
名
前
は
何
で
す
か
？
」

「
好
き
な
動
物
は
何
で
す
か
？
」

「
好
き
な
食
べ
物
は
何
で
す

か
？
」

○
中
原
小
学
校

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
き
ら
め
ず
　
力
を
合
わ
せ

て
　
一
歩
ず
つ
」

　

１
番
感
心
し
た
の
は
、
閉
会

式
で
の
校
歌
斉
唱
の
声
の
大
き

さ
で
す
。
少
し
大
げ
さ
に
言
う

な
ら
、
私
に
は
１
０
０
人
く
ら

い
で
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ

え
ま
し
た
。
中
原
小
学
校
が
大

好
き
で
誇
り
に
思
っ
て
い
る
か

ら
、
校
歌
を
大
き
な
声
で
歌
え

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

○
市
原
小
学
校

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「N
EVER GIVE U

P !

～
輝
け

市
小
！
心
を
一
つ
に
～
」

　

感
動
的
だ
っ
た
の
は
、
最
後

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
き
よ
ら
っ
こ

リ
レ
ー（
高
学
年
）」
で
す
。
１

位
に
な
っ
た
チ
ー
ム
に
も
１
位

に
な
ら
な
か
っ
た
チ
ー
ム
に
も

涙
を
流
し
て
い
た
選
手
が
い
た

こ
と
で
す
。
一
生
懸
命
に
走
っ

た
姿
が
涙
と
な
っ
て
現
れ
た
の

で
し
ょ
う
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
９
番
「
み
ん
な
で
市
原
総
お

ど
り
」
も
良
か
っ
た
で
す
ね
。

市
原
小
学
校
の
歴
史
の
重
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
ど
ん
な
秋
に

　

黄
色
に
色
づ
い
た
稲
穂
に
、

鮮
や
か
な
赤
色
の
彼
岸
花
に
秋

の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。（
広
報
誌
）10
月
号
が

配
布
さ
れ
る
時
は
、
秋
の
深
ま

り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

○
食
欲
の
秋　

○
ス
ポ
ー
ツ
の

秋　

○
読
書
の
秋

　

是
非
、
町
民
の
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、「
実
り

の
秋
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
教
室
「
こ
と
ば
の
ま

な
び
や
」
で
は
、
毎
回
最
初
に

こ
と
わ
ざ
を
勉
強
し
て
い
ま

す
。
生
徒
さ
ん
た
ち
が
好
き
な

こ
と
わ
ざ
を
紹
介
し
ま
す
。

○
継
続
は
力
な
り

　

何
事
も
続
け
る
こ
と
が
大
事

で
す
ね
。
こ
と
ば
の
ま
な
び
や

も
９
月
１
日
で
７
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

○
聞
く
は
一
時
の
恥
　
聞
か
ぬ

は
一
生
の
恥

　

知
ら
な
い
こ
と
を
聞
く
の
は

恥
ず
か
し
い
も
の
だ
が
、
す
ぐ

に
聞
か
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
一
生
わ
か
ら
な
い

で
恥
ず
か
し
い
ま
ま
に
な
る
と

い
う
意
味
で
す
。

○
木
を
見
て
森
を
見
ず

　

細
か
い
部
分
は
見
て
も
全
体

は
見
え
て
い
な
い
こ
と
で
す

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

150

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
負
け
な
い
運
動
会

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

元気よく（来年度新入児りん小）

保護者と一緒に市原音頭（市原小）

みんな一緒に中原音頭（中原小） 

9
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

小
国
公
立
病
院
の
外
来
に
つ
い
て

外
来
看
護
師
長　

松
原　

恒
子

　

い
つ
も
小
国

公
立
病
院
を
ご

利
用
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
公

立
病
院
内
で
小

国
郷
の
患
者
様
と
最
も
多
く
接
す
る
外

来
の
看
護
師
長
と
し
て
、
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
院
の
外
来
看
護
師
の
役
割
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
外
来
患
者
様
の
看
護
・
診
療
援
助

　

通
院
治
療
中
の
患
者
様
の
現
在
の
状

況
を
把
握
し
、
適
切
な
治
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。

②
急
病
や
救
急
車
の
対
応

　

土
日
・
祝
日
・
夜
間
も
救
急
外
来
で

急
患
の
人
や
救
急
車
で
来
院
さ
れ
る
人

の
診
療
を
介
助
し
て
い
ま
す
。
救
急
車

の
受
け
入
れ
は
、
年
間
４
０
０
件
を
超

え
ま
す
。
小
国
郷
の
人
は
も
と
よ
り
、

旅
行
中
の
人
や
津
江
方
面
の
人
も
救
急

外
来
を
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

夜
間
の
救
急
外
来
の
受
診
の
時
は
、

可
能
で
あ
れ
ば
病
院
に
ご
連
絡
の
う
え

受
診
さ
れ
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
診
療
が
で

き
ま
す
。

③
健
康
の
増
進
の
支
援

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
各
種
予
防

接
種
や
小
児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
支

援
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

予
防
接
種
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
各

科
の
看
護
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

④
検
査
や
手
術
の
介
助

　

胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
カ
メ
ラ
、
超
音
波

検
査
、
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
の
介
助
や
、
外

科
、
整
形
外
科
、
眼
科
（
白
内
障
）
の

手
術
の
介
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
外
来
は
、
予
約
制
の
科
が
多
い

の
で
、
予
約
は
電
話
で
も
受
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
予
約
を
変
更
さ
れ
る
場
合
も
、

電
話
で
の
連
絡
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

■
予
約
番
号  
０
９
６
７（
４
６
）３
１
１
１

　

ま
た
診
療
科
ご
と
に
、
診
療
曜
日
や

受
付
時
間
の
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
診
察
時
間
の
案

内
を
確
認
さ
れ
、
上
手
な
外
来
の
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
４
月

の
熊
本
地
震
。
そ
し
て
今
年
の
異
常
な

猛
暑
と
、
小
国
郷
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
大
変
な
数
ヶ
月
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
半
年
の
経
験
よ
り
、
病
院
ス

タ
ッ
フ
は
地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て
の

役
割
を
再
度
確
認
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
健
康
の
た
め
に
温
か
い
支
援
が
で
き

る
よ
う
に
、
医
療
業
界
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
人
に
愛
さ
れ

る
病
院
を
目
指
し
、
日
々
外
来
診
療
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
・
ご

鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
新
任
看
護
師
紹
介

　

小
国
郷
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
不
足
は
深

刻
で
は
あ
り
ま
す
が
、
志
の
あ
る
新
任

の
看
護
師
も
定
期
的
に
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
夏
、
２
人
の
新
任
看
護
師

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
と
来
月
に

分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

名
前
：
河
津　

渉
（
か
わ
づ 

わ
た
る
）

専
門
：
循
環
器
・
呼
吸
器
看
護

　

日
田
市
大
山
町
出
身
で
、
祖
母
の
い

る
小
国
町
に

就
職
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
ま

で
に
い
た
病

院
で
は
、
循

環
器
・
呼
吸

器
を
主
に
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
多
く

の
科
が
あ
る
小
国
公
立
病
院
で
、
そ
の

他
の
科
も
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
微
力
で
す
が
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
事
業
募
集
の
お
知
ら
せ

①
南
小
国
町「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」づ
く
り
事
業
補
助
金

【
概
要
】

　

昨
年
度
ま
で
の「
人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金
」
を

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
の
取
り
組
み
に
合
わ
せ
て
改

正
し
た
補
助
金
。

②
南
小
国
町
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
推

進
事
業
補
助
金

【
概
要
】

　

地
域
づ
く
り
活
動
等
の
起
業

化
へ
向
け
た
取
り
組
み
や
店
舗

開
店
に
伴
う
家
賃
補
助
に
よ

る
、
起
業
へ
の
総
合
的
な
支
援

を
目
的
と
し
た
補
助
金
。

■
審
査

　

申
請
後
、
審
査
会
を
開
催
の

う
え
、
補
助
金
交
付
の
可
否
を

決
定
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

10
月
３
日（
月
）～
11
月
11
日（
金
）

今
年
度
最
後
の
募
集
と
な
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

各
補
助
金
の
詳
細
や
申
請
方

法
に
つ
い
て
は
、役
場
ま
ち
づ
く

り
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
４
２
）１
１
１
２
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城
北
高
校
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

９
月
12
日（
月
）５
、６
校
時
を
使
っ

て
、
10
月
23
日
に
開
催
す
る
「
南
中

文
化
の
日
」
の

演
劇
の
指
導
を

城
北
高
校
の
演

劇
部
に
お
願
い

し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
快
く
引
き

受
け
て
い
た
だ

き
、
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
信
岡
先
生
は
じ
め
演
劇
部
員
２

人
の
生
徒
で
、
呼
吸
法
や
表
情
筋
と
声

の
仕
組
み
、
信

頼
関
係
と
絆
づ

く
り
な
ど
、
よ

り
専
門
性
の
高

い
演
劇
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
南

中
文
化
の
日
」

の
学
年
劇
が
と

て
も
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。

南
中
恒
例
「
写
生
大
会
」
開
催

　

９
月
21
日（
水
）、
前
日
九
州
の
南
側

を
通
過
し
た
台
風
16
号
の
影
響
を
心
配

し
ま
し
た
が
、
当

日
は
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
終
日
南

小
国
の
自
然
の

中
、
画
用
紙
い
っ

ぱ
い
に
南
小
国
の

自
然
や
文
化
財
な

ど
を
描
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
が
、
一
生
懸
命
に
南
小
国

の
良
さ
と
向

き
合
う
時
間

が
持
て
ま
し

た
。作
品
は
、

10
月
23
日
に

開
催
い
た
し

ま
す
「
南
中

文
化
の
日
」

で
展
示
し
ま

す
の
で
、
是

非
、
中
学
校
に
足
を
運
び
、
ご
覧
い
た

だ
け
る
と
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

小
国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

９
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）に
、
小

国
高
校
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

１
日
目
に
、
小

論
文
発
表
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
、
校
歌
コ
ン
テ

ス
ト
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
室

内
で
体
育
祭
さ
な
が
ら
に
イ
ベ
ン
ト
競

技
を
２
つ
の
団
に
分
か
れ
競
い
合
い
ま

し
た
。
台
風
の
目
で
は
団
で
作
戦
を
立

て
、
早
い
人
を
端
に
寄
せ
た
り
、
棒
の

持
ち
位
置
を
工
夫
し
た
り
、
熱
が
入
っ

て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
参
加
し

て
い
な
い
競
技
の
間
も
応
援
し
、
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。リ
レ
ー
や
長
縄
な
ど
、

本
番
前
に
数
分
練
習
の
時
間
を
と
り
ま

し
た
が
、少
し
の
時
間
を
有
効
に
使
い
、

本
番
で
自
分
達
の
力
を
精
一
杯
出
せ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　

２
日
目
に
は
、
運
動
部
、
ク
ラ
ス
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
映
像
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
家
庭
部
の

ド
レ
ス
シ
ョ
ー
、
有
志
の
企
画
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
育
志
会
の
方
々
に
よ

る
食
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。
台
風
接

近
の
た
め
、
１
週
間
開
催
を
延
期
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
に
も
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家
庭
部
に
よ
る

ド
レ
ス
シ
ョ
ー
で
は
、
３
着
の
新
し
い

ド
レ
ス
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
も
モ
デ
ル
は
３
年
生
が
務
め
ま
し

た
。
モ
デ

ル
の
生
徒

は
、
最
初

は
緊
張
し

早
歩
き
で

笑
顔
が
硬

く
な
っ
て

い
ま
し
た

が
、
見
て

い
る
生
徒
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
た
り
、

声
援
が
送
ら
れ
る
と
だ
ん
だ
ん
柔
ら
か

い
表
情
に
な
り
、
モ
デ
ル
と
観
衆
が
一

体
と
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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地域おこし協力隊 徒然日誌 第七弾

８月２４日（水）から２８日（日）の５日間、福岡県
北九州市のＪＲ小倉駅内にて、「阿蘇復興支援マ
ルシェ」というイベントに参加し、南小国町の現在
の様子をお話しさせて頂いたり、観光パンフレット
の配布などを行って参りました。

５日間でブースには４９５組の方々がお越しくだ
さり、地震の影響を気にされ「がんばってください」
とお話くださったり、「近々、遊びに行きますね」と
パンフレットを手に取ってくださる方が多くいらっ
しゃいました。このような機会があれば、また参加
させていただきたいと感じました。

９月２０日（火）、吉原秋季例大祭神楽奉納時、地域の人や来場者に振る舞うたこ焼きの
お手伝いをさせていただきました。ちなみに私、山崎は神戸市西区出身で、隣が明石市と
いうこともあり、だし汁に浸して食べる「明石焼き」を提供させていただきました！皆さんが
慣れ親しんでいるふつうのたこ焼きの提供数には及びませんでしたが、召し上がってくだ
さった方からは「おいしい」とご感想をくださり、地元のソウルフード「明石焼き」を作った甲
斐がありました。ご要望があれば、またどこかで作っているかもしれません♪

今年もやります！米フェス！
日時：１１月５日（土）午前１１時～午後２時
会場：波居原体育館
料金：1,500円
要予約：南小国町観光協会ホームページま
たは、観光協会☎(４２)１４４４

きよらのおだし開発中！
南小国町産の原木椎茸を贅沢に使った
「だしパック」。きよら祭り・米フェスにて試
飲いただけるよう開発しておりますので、
お越しの際はお試し下さい♪

広報きよら 2016.10
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校
第

14
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
開
催
！

　

第
14
回
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
が
ん
ば
ろ
う
！
36
人
み
ん

な
の
力
を
合
わ
せ
て
ワ
ッ
シ
ョ

イ
！
す
ぎ
の
こ
ま
つ
り
」で
す
。

　

児
童
生
徒
た
ち
は
こ
の
日
に

向
け
て
一
生
懸
命
ス
テ
ー
ジ
発

表
の
準
備
を
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。
是
非
、
児
童
生
徒
た
ち
の

勇
姿
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

ま
た
、
午
前
11
時
30
分
か
ら

「
す
ぎ
の
こ
マ
ル
シ
ェ
」
を
開

催
し
ま
す
。
カ
レ
ー
、
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
多
数
用
意
し
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日
時

10
月
22
日（
土
）午
前
９
時
30
分

■
場
所

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校
内

■
日
程

・
午
前
９
時
30
分
～
オ
ー
プ
ニ

ン
グ

・
午
前
９
時
50
分
～
ス
テ
ー
ジ

発
表
（
午
前
の
部
）

・
午
前
11
時
30
分
～
す
ぎ
の
こ

マ
ル
シ
ェ
（
食
バ
ザ
ー
・
製

品
販
売
）
開
始

・
午
後
１
時
10
分
～
ス
テ
ー
ジ

発
表
（
午
後
の
部
）

・
午
後
２
時
～
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校

☎
０
９
６
７（
４
６
）４
３
７
０

担
当
：
境
井
ま
で

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
」

　

夫
・
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
な

ど
の
事
案

は
、
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め

の
人
権
相
談
活
動
を
強
化
す
る

た
め
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
実
施
し

ま
す
。

■
実
施
機
関

熊
本
地
方
法
務
局
お
よ
び
熊
本

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
実
施
期
間

11
月
14
日（
月
）～
20
日（
日
）

■
受
付
時
間

・
11
月
14
日（
月
）～
18
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
11
月
19
日（
土
）～
20
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
実
施
方
法

①
電
話
相
談　

専
用
電
話
番
号

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

②
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

担
当
：
小
林

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

　

10
月
17
日（
月
）か
ら
23
日

（
日
）ま
で
、「
行
政
相
談
週
間
」

が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
は
、「
行
政
相
談
週

間
」
に
併
せ
て
、
心
配
事
相
談

を
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
20
日（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

り
ん
ど
う
荘

■
対
応
者

行
政
相
談
委
員　

穴
井
公
明

■
問
い
合
わ
せ

総
務
省
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

平
成
28
年
度
秋
の
給
付
金

（
２
種
類
）
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
課
税

状
況
や
年
金
情
報
な
ど
を
確
認

し
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
お

よ
び
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
（
障
害
・
遺
族

基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）」
の

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
世

帯
に
申
請
書
お
よ
び
制
度
の
お

知
ら
せ
な
ど
を
送
付
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
受
け
取
ら
れ
た
人

は
内
容
を
熟
読
の
う
え
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

鞭
馬　

秋
俊　
様　

和
田
下

髙
野　

義
人　
様　

陣
内

安
藤　

和
則　
様　

田
尻

北
里　

富
男　
様　

黒
川

井　
　

政
二　
様　

星
和

坂
本　

蔵
好　
様　

古
賀

北
里　

和
刀　
様　

田
ノ
原

佐
藤　
　

誠　
様　

中
杉
田
３

平
野　

康
則　
様　

田
中

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

優
志
会　
様

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

13
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南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

田
川　

洋
子  

様  

福
岡
県
大
牟
田
市

椎
野　
　

勝  
様  

東
京
都
目
黒
区

豊
田　

幸
子  
様  
京
都
府
京
都
市

橋
本
か
お
る  

様  
福
井
県
小
浜
市

福
岡　

義
輔  

様  

福
岡
県
古
賀
市

松
行　

健
一  

様  

東
京
都
武
蔵
野
市

赤
松　

伸
一  

様  

千
葉
県
君
津
市

中
田　

雄
一  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

亀
田　

利
一  

様  

京
都
府
京
都
市

澤
田　

和
夫  

様  

大
阪
府
茨
木
市

宮
本　

勝
昌  

様  

静
岡
県
御
殿
場
市

福
本　

一
幸  

様  

東
京
都
杉
並
区

竹
尾　

知
久  

様  

東
京
都
豊
島
区

槇
田　

整
子  

様  

茨
城
県
土
浦
市

勝
山　

浩
一  

様  

東
京
都
足
立
区

西
浦　

理
恵  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

百
田　

耕
治  

様  

福
岡
県
福
岡
市

野
原　

嗣
久  

様  

大
阪
府
豊
中
市

宇
野　

弘
樹  

様  

大
阪
府
大
阪
市

義
本
恵
美
子  

様  

大
阪
府
熊
取
町

高
村　

和
英  

様  

大
阪
府
大
阪
市

多
田　

誠
司  

様  

大
阪
府
吹
田
市

戸
塚　

裕
久  

様  

静
岡
県
静
岡
市

坂
本　

文
也  

様  

東
京
都
目
黒
区

剣
持　

雅
彦  

様  

群
馬
県
太
田
市

前
田　

淳
二  

様  

奈
良
県
五
條
市

保
原　

利
夫  

様  

京
都
府
京
都
市

藤
田　

匡
智  

様  

東
京
都
江
東
区

中
尾　

浩
康  

様  

京
都
府
京
都
市

大
平　

博
史  

様  

東
京
都
足
立
区

嶋　
　

陽
子  

様  

福
岡
県
福
岡
市

小
林　

範
子  
様  

静
岡
県
三
島
市

富
永　

修
史  
様  
熊
本
県
熊
本
市

星
野　

浩
隆  

様  
東
京
都
中
央
区

和
田　

卓
也  

様  

福
岡
県
福
岡
市

朝
日　

直
樹  

様  

京
都
府
京
都
市

松
田　

廣
幸  

様  

大
阪
府
門
真
市

山
根　
　

満  

様  

愛
知
県
春
日
井
市

根
本　

伸
子  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

川
瀬　
　

梓  

様  

東
京
都
新
宿
区

小
峯　

政
勝  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

大
下　

久
弥  

様  

京
都
府
京
都
市

佐
藤　

裕
子  

様  

東
京
都
渋
谷
区

竹
内　

俊
介  

様  

三
重
県
四
日
市
市

生
田　

義
夫  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

橋
本　

直
子  

様  

大
阪
府
豊
中
市

早
川　
　

真  

様  

愛
知
県
豊
川
市

杉
山
美
由
紀  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

上
本　
　

徹  

様  

広
島
県
広
島
市

桑
木　
　

恒  

様  

大
阪
府
大
阪
市

佐
々
木
直
樹  

様  

千
葉
県
八
千
代
市

松
本
せ
つ
子  

様  

栃
木
県
壬
生
町

松
島　
　

実  

様  

広
島
県
府
中
町

古
田
あ
ゆ
み  

様  

岐
阜
県
関
市

内
野　

佳
高  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

藤
澤　
　

寿  

様  

岡
山
県
倉
敷
市

石
川　

虎
幸  

様  

愛
知
県
西
尾
市

山
路　
　

健  

様  

宮
崎
県
都
城
市

石
橋　

タ
カ  

様  

千
葉
県
松
戸
市

海
老
名
司
郎  

様  

神
奈
川
県
海
老
名
市

小
郷
美
和
子  

様  

岡
山
県
岡
山
市

高
橋　
　

惠  

様  

岩
手
県
盛
岡
市

酒
井　

克
彦  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

藤
崎　
　

裕  

様  

神
奈
川
県
平
塚
市

宇
野
え
つ
子  

様  

静
岡
県
静
岡
市

佐
藤
憲
史
郎  

様  

熊
本
県
熊
本
市

山
田
賀
代
子  

様  

三
重
県
名
張
市

山
中　

芳
宏  

様  

三
重
県
四
日
市
市

笹
原　

隆
雄  

様  

埼
玉
県
滑
川
町

中　
　

藤
敏  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

尾
畑　

和
秋  

様  

福
岡
県
福
岡
市

高
橋　
　

誠  

様  

広
島
県
広
島
市

鈴
木　
　

進  

様  

栃
木
県
真
岡
市

河
合　

憲
三  

様  

佐
賀
県
佐
賀
市

森　
　

静
恵  

様  

石
川
県
金
沢
市

青
山　

真
依  

様  

東
京
都
杉
並
区

藤
岡　

栄
治  

様  

福
岡
県
新
宮
町

國
廣　
　

計  

様  

福
岡
県
春
日
市

川
村　

宏
大  

様  

熊
本
県
熊
本
市

小
島
菜
穂
子  

様  

千
葉
県
八
千
代
市

平
松
大
英
文  

様  

千
葉
県
香
取
市

青
島　

浩
二  

様  

静
岡
県
掛
川
市

前
川　
　

晃  

様  

東
京
都
板
橋
区

大
川　

和
良  

様  

福
岡
県
大
野
城
市

古
宮　
　

文  

様  

千
葉
県
市
原
市

福
永　

敦
志  

様  

千
葉
県
柏
市

樋
口
寿
美
子  

様  

佐
賀
県
佐
賀
市

八
木　
　

誠  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

山
中　
　

裕  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

岩
井
二
三
枝  

様  

広
島
県
広
島
市

山
形　

和
章  

様  

広
島
県
廿
日
市
市

三
木　

康
次  

様  

千
葉
県
市
川
市

上
野　

道
子  

様  

沖
縄
県
那
覇
市

相
場
邦
二
郎  

様  

東
京
都
台
東
区

川
副　

彰
男  

様  

東
京
都
清
瀬
市

前
田　

利
章  

様  

愛
知
県
東
浦
町

岡
辺　

真
一  

様  

兵
庫
県
神
戸
市

鍔
田　

晃
好  

様  

岐
阜
県
羽
島
市

川
越　

泰
子  

様  

長
崎
県
諫
早
市

川
﨑　

直
子  

様  

東
京
都
新
宿
区

　

南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

しし

こ
ん
や

こ
ん
や

し
ょ
う
た
い

し
ょ
う
た
い

だだお
ど
ろ

お
ど
ろ

きき

か
そ
う

か
そ
う

お
も
し
ろ

お
も
し
ろ

ふ
つ
う

ふ
つ
う

か
そ
う

か
そ
う

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

必ずチェック！最低賃金！
熊本県の最低賃金が
平成 28 年 10 月１日（土）から

時間額715円
に改定されました。

■問い合わせ
熊本労働局労働基準部賃金室
☎０９６（３５５）３２０２
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10/
14金 小田芋煮会　18：00～　アウトランド小国郷

15 土

16 日 きよら祭り　10：00～　市原小学校グラウンド

17 月

18 火

19 水

20 木
３歳児健診　13：00～13：15受付
　　　　　　　　　　　　　おぐに老人保健施設
心配ごと・行政相談　10：00～12：00　りんどう荘

21 金 さくら荘カフェ　13：30～15：30　さくら荘

22 土

23 日

24 月「日本で最も美しい村」づくり講演会
　　　　　　　　　19：00～20：30　きよらホール

25 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

26 水 きよら元気クラブ   9：30～11：30   元気プラザ中原
　　　　　　　　 13：30～15：30   管理センター

27 木 認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

28 金

29 土

30 日

31 月 国民健康保険税　第５期　納期限
町県民税　第３期　納期限

11/
1火

2 水

3 木 文化の日
第29回みなみおぐに文化祭　市原小学校体育館

4 金
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　小国町福祉センター   悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

5 土 米フェス　11：00～15：00　波居原公民館周辺

6 日 地域住民のためのコンサート　13：00～
　　　　　　　　　　　　　　　　きよらホール

7 月

8 火

9 水 きよら元気クラブ　9：30～11：30　満願寺公民館
秋の全国火災予防運動（～15日）

10 木
乳児健診　13：00～13：30受付
　　　　　　　　　　　　　おぐに老人保健施設
認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

11 金

12 土

13 日

14 月

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

8
／
28
生　

穴
井　

大た
い
き喜

く
ん

　
（
父
）憲
生･

（
母
）実
沙　
　

黒　

川

8
／
30
生　

髙
村　

瀧り
ゅ
う
と叶

く
ん

　
（
父
）涼　

･

（
母
）迪
香　
　

志
津
中

9
／
10
生　

穴
井　

航こ
う
せ
い成

く
ん

　
（
父
）建
成･

（
母
）沙
織　
　

黒　

原

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

8
／
24　

髙
村　

史
郎（
82
）高　

花

8
／
24　

坂
本
ケ
サ
カ（
100
）古　

賀

8
／
25　

井　
志
女
子（
80
）白　

川

8
／
26　

井
野　
ハ
ル（
95
）田
ノ
原

8
／
28　

北
里
ア
サ
子（
102
）田
ノ
原

9
／
2　

荒
井
三
千
子（
81
）小　

田

9
／
2　

本
田　
季
人（
82
）坂
の
下

9
／
7　

宇
都
宮
正
志（
95
）薊　

原

9
／
12　

武
田
昭
四
郎（
86
）樋
の
口

9
／
13　

平
野
ア
ヤ
子（
90
）田　

中

9
／
19　

堀
川
ス
ズ
子（
88
）中
湯
田

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（8月31日現在）

世帯数　1,758世
帯

（＋２）
　男　　1,968人

（－６）
　女　　2,228人

（－３）
　計　　4,196人

（－９）
※（ ）は前月比

10月・11月平成28年
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BIRTHDAY
   H

A
PPY

9月
生まれ
希望者
のみ
掲載髙村　円 くん

つぶらつぶら

27.9.1生

　（父）徹哉さん

　（母）みちよさん

これからもにぃにと一緒に円いキラキ
ラ笑顔の花と素敵な輪をたくさん育
んでね。感謝と愛を込めて。パパママ

波居原

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

【
編
集
後
記
】

▼
９
月
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、「
町

内
３
校
区
運
動
会
」
が
９
月

10
日
（
土
）
に
中
原
小
学
校

と
、り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校

で
、11
日（
日
）に
市
原
小
学

校
で
開
催
さ
れ
、今
年
は
、市

原
小
学
校
に
取
材
に
行
き
ま

し
た
。

　
写
真
を
撮
っ
て
い
て
分
か
っ

た
こ
と
は
、低
学
年
生
の
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
可
愛
い
ダ
ン
ス

や
、高
学
年
生
の
真
剣
で
息
の

合
っ
た
組
み
体
操
、一生
懸
命
に

走
る
リ
レ
ー
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ

の
種
目
ご
と
に
違
っ
た
表
情

が
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。ま

た
、勝
っ
た
チ
ー
ム
も
負
け
た

チ
ー
ム
も
涙
を
流
し
て
い
る

姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

▼
10
月
か
ら
11
月
は
紅
葉
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。今
年
も
開
放

さ
れ
る
「
マ
ゼ
ノ
渓
谷
」
や

「
清
流
の
森
」な
ど
、町
内
に

も
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。休
み
の
日
に
は

紅
葉
を
見
に
出
掛
け
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。　（
Ｃ
）

町内３校区運動会（市原小学校）

まぁる

今月の１枚

Picture for this month
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